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表　調査対象物一覧（その1）

超高層ビル① 超高層ビル② 超高層ビル③ ターミナル駅ビル① ターミナル駅ビル② ターミナル駅ビル③
大規模

集客施設①
大規模

集客施設②
大規模

集客施設③

政令指定都市 政令指定都市 県庁所在地 政令指定都市 政令指定都市 政令指定都市 県庁所在地 小規模都市 中規模都市

・過去に地震(震度5強)
・長時間停電対策要
・ターミナル周辺地域

・大規模ビルの多い地域
・瀬戸内海気候による
　水不足発生地域
・港湾地域

・積雪・寒冷地
・小規模雑居ビルの
　多い地域

・地震・風水害・水不足
　経験のある地域

・内陸部の地方都市 ・政令指定都市の周辺地域
・過去に地震(震度6弱)
・液状化、長時間停電対策
　要

平成16年9月
平成22年4月

（一部建替継続中）
平成16年2月 平成15年3月

平成21年3月
（増築工事）

平成23年3月
（増築工事）

平成12年11月 平成16年3月
平成13年9月

（開園）

敷地面積(㎡) 約24,000 約17,000 約13,000 約65,000 約34,000 約71,000 約133,900 約114,000 約647,800

建築面積(㎡). 約16,000 約15,000 約11,000 約23,000 約33,000 約46,000 約34,000 約57,000 －

延べ面積(㎡) 約334,000 約330,000 約103,000 約276,000 約296,000 約288,000 約119,000 約217,000 約344,600

軒高（ｍ） 147m 187m 145m 164m 136m 54m 17m - -

地上29階 地上41階 地上30階 地上38階 地上36階 地上11階 地上　４階
店舗棟　地上5階

駐車場棟　地上5階

地下　4階 地下　3階 地下　2階 地下　4階 地下　3階 地下　3階 － －

－ 塔屋　2階 塔屋　1階 塔屋　1階 塔屋　2階 塔屋　1階 塔屋　2階
店舗棟　塔屋1階

駐車場棟　塔屋2階
－

主要用途 複合商業施設 百貨店、事務所、店舖
会議場、科学館、展示
場、ホール、店舗、事務
所、駐車場

複合商業施設、ホテル、駅 店舗、ホテル、事務所 複合商業施設、駅
ショールーム、映画館、
店舗、駐車場

映画館、店舗、駐車場 劇場、展示場、店舗等

消防法施行令
別表第一の分類

(16)項ｲ (16)項ｲ (16)項ｲ (16)項ｲ （16）項ｲ (16)項ｲ (16)項ｲ
(16)項ｲ
(13)項ｲ

(1）項ｲ、(3)項ﾛ、(4)項、
(10)項、(12)項ｲ、(14)項、
(15)項、(16)項ｲ、(16)項ﾛ

百貨店・量販店 － ○（百貨店B2F～13F） － ○（西ブロックB1F～8F）
○（ターミナルビル

B1F～10F）
○ ○ ○（総合スーパー） －

店舗 ○ ○ 　　　○（1F～3F） ○ ○ ○ ○ ○ ○

飲食店 ○ ○ 　　　○（29F,30F） ○ ○ ○ ○ ○ ○

ホテル C棟（7～17F） － － ○（21F～36F） ○（1F～36F） － － － ○

会議場・ホール － （多目的ホール）
○（国際会議場6F,7F）
○（大小ホール3F～6F）

－ － － － － －

展示場 ○（大広場） － ○（科学館4F,5F） － － － － － －

映画館・劇場 － － －
○（12ｽｸﾘｰﾝ）

約2,700席
－

○（11ｽｸﾘｰﾝ）
約2,000席

○（10ｽｸﾘｰﾝ）
約2,100席

○（4F：11ｽｸﾘｰﾝ）
約2,000席

○（劇場）
約1,500席

事務所（業務） C棟以外すべて ○（17F～41F） ○（9F～28F） ○（9F～20F） ○（9F～28F） ○（Ｂ駅6F～8F） ○（バックオフィス棟）

駐車場
○（B3F,B2F）

一部B1F
○（Gビル6F～12F） ○（B2F,B1F）

　○（駐車場棟）
　○（西ﾌﾞﾛｯｸB4F～B2F）

　　○（ＣビルB3F,B2F）
　　○（Ｂ駅5F屋外）

○（立体駐車場棟）

建築物の構成

○A棟
○B棟
○C棟
○D棟
○MC棟

○Ｇビル
（既存）
○Ｈビル
（増築）

○低層棟（ホール棟）
○ガレリア
○高層棟（タワー棟）

【タワー】
○東ブロック
（商業・オフィス・ホテル・駐車場）

○中央ブロック
 （商業・シネマ）
【Ｗ百貨店】
○西ブロック
 （百貨店）

（既存）
○ターミナルビル
○Ｎ会館
○ＮＣビル
○ホテル
○私鉄ターミナル駅
（増築）
○百貨店新館

（既存）
○Ａ駅
○Ｂ駅
○Ｄビル
○Ｅビル
（増築）
○Ｃビル

○ＴＹ棟
○ＩＹ棟

○店舗棟
○立駐棟（別棟）
○付属棟

○９エリア（58施設）

駅との接続

○ターミナル駅
○地下鉄駅
　・①駅
　・②駅

○ターミナル駅
○私鉄駅
○地下鉄駅

○港旅客ターミナルと地
　上階（連絡デッキ）で接
　続

○ターミナル駅
○地下鉄駅

○私鉄ターミナル駅
○地下鉄駅

○地下鉄駅 － － －

隣接ビルとの関係

各棟と接続：
○A棟
○B棟
○C棟（地下）
○B棟（B1F・B2F）

既存Gビルとの接続階：
　・5F　-　(Ｇビル：7F)
　・2F
　・1F
　・B1F
　・B2F

隣接施設と地下接続：
○公共地下駐車場（B1F)
○駅前広場駐車場（B1F)

地下街接続ビル：
○Ｓ地下街
○ターミナル駅
○地下鉄駅
○Ｎビル
○Ｂビル（バスターミナル）

（四周に道路）
○駅地下街
○新地下街

－ － 隣地にテーマパーク

用　途

防火対象物
の構成

・

隣接ビル等
との関係

延べ面積が8万㎡を超える大規模建築物

用途区分

58施設から構成され、地上階
が無い建物から最大5階建、地
下階がない建物から最大地下
1階までの建物で構成

建築物等の概要 高さが６０ｍを超える大規模建築物 ターミナル駅の大規模建築物

名　称

所在地の特徴

建物の規模

階　層

竣工年月

7

表　調査対象物一覧（その1）

超高層ビル① 超高層ビル② 超高層ビル③ ターミナル駅ビル① ターミナル駅ビル② ターミナル駅ビル③
大規模

集客施設①
大規模

集客施設②
大規模

集客施設③

政令指定都市 政令指定都市 県庁所在地 政令指定都市 政令指定都市 政令指定都市 県庁所在地 小規模都市 中規模都市

・過去に地震(震度5強)
・長時間停電対策要
・ターミナル周辺地域

・大規模ビルの多い地域
・瀬戸内海気候による
　水不足発生地域
・港湾地域

・積雪・寒冷地
・小規模雑居ビルの
　多い地域

・地震・風水害・水不足
　経験のある地域

・内陸部の地方都市 ・政令指定都市の周辺地域
・過去に地震(震度6弱)
・液状化、長時間停電対策
　要

平成16年9月
平成22年4月

（一部建替継続中）
平成16年2月 平成15年3月

平成21年3月
（増築工事）

平成23年3月
（増築工事）

平成12年11月 平成16年3月
平成13年9月

（開園）

敷地面積(㎡) 約24,000 約17,000 約13,000 約65,000 約34,000 約71,000 約133,900 約114,000 約647,800

建築面積(㎡). 約16,000 約15,000 約11,000 約23,000 約33,000 約46,000 約34,000 約57,000 －

延べ面積(㎡) 約334,000 約330,000 約103,000 約276,000 約296,000 約288,000 約119,000 約217,000 約344,600

軒高（ｍ） 147m 187m 145m 164m 136m 54m 17m - -

地上29階 地上41階 地上30階 地上38階 地上36階 地上11階 地上　４階
店舗棟　地上5階

駐車場棟　地上5階

地下　4階 地下　3階 地下　2階 地下　4階 地下　3階 地下　3階 － －

－ 塔屋　2階 塔屋　1階 塔屋　1階 塔屋　2階 塔屋　1階 塔屋　2階
店舗棟　塔屋1階

駐車場棟　塔屋2階
－

主要用途 複合商業施設 百貨店、事務所、店舖
会議場、科学館、展示
場、ホール、店舗、事務
所、駐車場

複合商業施設、ホテル、駅 店舗、ホテル、事務所 複合商業施設、駅
ショールーム、映画館、
店舗、駐車場

映画館、店舗、駐車場 劇場、展示場、店舗等

消防法施行令
別表第一の分類

(16)項ｲ (16)項ｲ (16)項ｲ (16)項ｲ （16）項ｲ (16)項ｲ (16)項ｲ
(16)項ｲ
(13)項ｲ

(1）項ｲ、(3)項ﾛ、(4)項、
(10)項、(12)項ｲ、(14)項、
(15)項、(16)項ｲ、(16)項ﾛ

百貨店・量販店 － ○（百貨店B2F～13F） － ○（西ブロックB1F～8F）
○（ターミナルビル

B1F～10F）
○ ○ ○（総合スーパー） －

店舗 ○ ○ 　　　○（1F～3F） ○ ○ ○ ○ ○ ○

飲食店 ○ ○ 　　　○（29F,30F） ○ ○ ○ ○ ○ ○

ホテル C棟（7～17F） － － ○（21F～36F） ○（1F～36F） － － － ○

会議場・ホール － （多目的ホール）
○（国際会議場6F,7F）
○（大小ホール3F～6F）

－ － － － － －

展示場 ○（大広場） － ○（科学館4F,5F） － － － － － －

映画館・劇場 － － －
○（12ｽｸﾘｰﾝ）

約2,700席
－

○（11ｽｸﾘｰﾝ）
約2,000席

○（10ｽｸﾘｰﾝ）
約2,100席

○（4F：11ｽｸﾘｰﾝ）
約2,000席

○（劇場）
約1,500席

事務所（業務） C棟以外すべて ○（17F～41F） ○（9F～28F） ○（9F～20F） ○（9F～28F） ○（Ｂ駅6F～8F） ○（バックオフィス棟）

駐車場
○（B3F,B2F）

一部B1F
○（Gビル6F～12F） ○（B2F,B1F）

　○（駐車場棟）
　○（西ﾌﾞﾛｯｸB4F～B2F）

　　○（ＣビルB3F,B2F）
　　○（Ｂ駅5F屋外）

○（立体駐車場棟）

建築物の構成

○A棟
○B棟
○C棟
○D棟
○MC棟

○Ｇビル
（既存）
○Ｈビル
（増築）

○低層棟（ホール棟）
○ガレリア
○高層棟（タワー棟）

【タワー】
○東ブロック
（商業・オフィス・ホテル・駐車場）

○中央ブロック
 （商業・シネマ）
【Ｗ百貨店】
○西ブロック
 （百貨店）

（既存）
○ターミナルビル
○Ｎ会館
○ＮＣビル
○ホテル
○私鉄ターミナル駅
（増築）
○百貨店新館

（既存）
○Ａ駅
○Ｂ駅
○Ｄビル
○Ｅビル
（増築）
○Ｃビル

○ＴＹ棟
○ＩＹ棟

○店舗棟
○立駐棟（別棟）
○付属棟

○９エリア（58施設）

駅との接続

○ターミナル駅
○地下鉄駅
　・①駅
　・②駅

○ターミナル駅
○私鉄駅
○地下鉄駅

○港旅客ターミナルと地
　上階（連絡デッキ）で接
　続

○ターミナル駅
○地下鉄駅

○私鉄ターミナル駅
○地下鉄駅

○地下鉄駅 － － －

隣接ビルとの関係

各棟と接続：
○A棟
○B棟
○C棟（地下）
○B棟（B1F・B2F）

既存Gビルとの接続階：
　・5F　-　(Ｇビル：7F)
　・2F
　・1F
　・B1F
　・B2F

隣接施設と地下接続：
○公共地下駐車場（B1F)
○駅前広場駐車場（B1F)

地下街接続ビル：
○Ｓ地下街
○ターミナル駅
○地下鉄駅
○Ｎビル
○Ｂビル（バスターミナル）

（四周に道路）
○駅地下街
○新地下街

－ － 隣地にテーマパーク

用　途

防火対象物
の構成

・

隣接ビル等
との関係

延べ面積が8万㎡を超える大規模建築物

用途区分

58施設から構成され、地上階
が無い建物から最大5階建、地
下階がない建物から最大地下
1階までの建物で構成

建築物等の概要 高さが６０ｍを超える大規模建築物 ターミナル駅の大規模建築物

名　称

所在地の特徴

建物の規模

階　層

竣工年月

7



表　調査対象物一覧（その2）

超高層ビル① 超高層ビル② 超高層ビル③ ターミナル駅ビル① ターミナル駅ビル② ターミナル駅ビル③
大規模

集客施設①
大規模

集客施設②
大規模

集客施設③

延べ面積が8万㎡を超える大規模建築物建築物等の概要 高さが６０ｍを超える大規模建築物 ターミナル駅の大規模建築物

名　称

(主)防災センター
※

Ｈビル防災ｾﾝﾀｰ
（B1F）

防災センター
（B1F)

（約150㎡）

メイン防災センター
（東ブロックＣ棟１Ｆ）

統括防災センターA
（ＮＣビル1F）

Ｃビル防災センター
（1F)

防災センター
（1F）

防災センター
（1F）

綜合防災監視センター
（セキュリティ棟2F)

(副)防災センター
※

〈　〉は管理室

Ｇビル防災センター
（B１F）

＜百貨店中央監視室：12F>
－

サブ防災センター
（西ブロックＡ棟B1F）

サブ防災センターB
（百貨店新館1F）

Ａ駅防災センター(1F）
Ｂ駅防災センター（2F）
Ｄビル防災センター（B2F）
Ｅビル防災センター（2F)

〈シネマ管理室：2F〉
〈保安室：1F〉
表示機、ｲﾝﾀｰﾎﾝ設置

〈GMS管理室：1F〉
〈DS事務室:2F〉
〈ｼﾈﾏ事務室：4F〉
表示盤、ｲﾝﾀｰﾎﾝ設置

なし
各建築物等ごとに完結した
システム
受信機合計39台

防災センターの合計 6か所 2か所 １か所 2か所 2か所 5か所 １か所 １か所 １か所
●6つの防災センターに
   総合操作盤を設置
●6つの防災センターは、そ
　 れぞれが独立し、連絡体
　 制を確立
●複数階からなるブロック
   単位又は階単位による区
   分鳴動
●消防隊は通報のあったそ
   れぞれの防災センターへ
   駆け付け
●統合ネットワークによる防
   災情報の監視
●複数棟からなり、地下で
   の接続が多数

●複数棟からなり、地
   下での接続が多数
●増築のＨビルに（主）防
　 災センターを設置
●消防活動拠点に加
   圧防煙設備を設置
●Ｈビルの（主）防災セン
　 ターは、Ｇビルの代表
　 表示のみ表示可能
●それぞれの防災セン
　 ター 間において連
   絡体制を 確立

●高層棟（タワー棟）と低
　 層棟（ホール棟）からな
　 る建築物等で、複数階
   にわたる各種吹抜があ
   る。
●近隣の駅前広場地下
   駐車場及び多目的広場
  （仮称）地下 駐車場と
  は、地下連絡通路（地下
  車道）にて接続されてい
  るが消防機関と協議の
  上、各建物の敷地境界
   に防火区画を施すこと
   で別の建築物等として
   いる。
●非常放送はホール・会
　 議場等の吹抜を考慮し
   た鳴動方式
●ホール・国際会議場等
　 には感知器発報放送を
　 行わず、火災確認信号
　 入力後、火災放送を
   実施
●タワー棟は制震、ホ
   ール棟（低層）は免震
   を採用

●ターミナル駅や地下鉄駅
   と接続
●タワー棟に設置している防
   災センターを(主)防災セン
   ターとし、Ｗ百貨店に設置
   している防災センターを
   (副)防災センターとする。
●それぞれの防災センター間
　 において連絡体制を確立
●地下通路を介して接続し
   ている11組織で総合共同
   防火防災管理協議会を組
   織
●ホテル、商業、シネマ、百貨
   店の４つのエリアがある。
●非常放送は、６つの区分拡
　 大放送を採用
●周辺の防災センターとの相
　 互代表表示を行い、イン
   ターホンを設置
●降雪の対策（ロードヒーティ
   ング、庇）を実施

●2Fに私鉄ターミナル
   駅が設置
●既存のターミナルビ
   ル・Ｎ会館・ＮCビル
   ・ホテル及び私鉄タ
   ーミナル駅に百貨店
   新館を増築し、７の
   管理 区分に分割
●既存部にある（主）防
   災センターAで建物全
   体の統括防災管理を
   行い、増築した百貨
   店新館の(副）防災
   センターBで増築部
   の補助的な防災管理
●ホテルの5Fを避難階
    としている。
●私鉄ターミナル駅管
   理室C（2F）に副受
   信盤を設置し、ホテ
   ル5F（管理室D)に
   副受信盤設置

●ターミナル駅を含む建築物
   等
●管理区分を5つに分けて
   総合操作盤を設置
●（主）防災センターで各管
　 理区分の情報を監視
●Ｃビルは一部線路上に立
   地するという特性から、３
   階及び４階に「屋外避難
   通路」を設けて避難する
   計画
●シネマコンプレックスエ
   リアは感知器発報放送
   は行わず、火災確認信
   号入力後、火災放送を
   実施
●鳴動区分を２つに分けて
   おり（Ｃビルとそれ以外）、
   鳴動区分の境界について
   は隣接警戒区域について
   のみ情報を移報

●東西方向282.5ｍ、南
   北方向316.3ｍと横に
   長い建築物等
●ＴＹ棟（アミューズメント
   ・シネマコンプレック
   ス・展示場）、ＩＹ棟（
   量販店 ）から構成
●2つの運営区分別
   鳴動方式による非常
   放送システムを採用
●防災センターと各監視
   室間のホットラインを
   設置

●防災センターが1か所で、
   中央管理室と一体
●非常放送は店舗棟を4つ
　 の鳴動ブロックに分割し、
　 出火階・直上階のブロ
   ック鳴動方式を採用
●シネマエリアは感知器発
   報放送を行わず、火災確
   認信号入力後、火災放送
   を実施

●各建築物等の自動火災報
   知設備及び放送設備は各
   建築物等ごとに完結したシ
   ステム
●敷地内の施設について、
   防災情報を統括監視する
   総合火災監視制御システ
   ムを導入
●私設消防隊による統括監
   視制御を実施
●小規模・大規模（ホテル）
   の建築物等が多数
●演出上火気を使用する施
　 設がある。
●消防車・化学消防車・消防
   艇・救急車を配置

●情報通信ネットワーク
   があり、各防災センター
   の防災情報がそれぞれ
   で遠隔監視が可能
●緩衝帯での区分け
●ブロック鳴動や、緩衝
  帯での切り分けによる
  鳴動、パニック防止、避
  難障害をおさえた鳴動
  方式の採用
●上位防災管理協議会
   による各防災センター
   の協力体制

●百貨店において毎週
   金曜日の開店前に訓
   練を実施
●百貨店で緊急地震速
   報に対応
●百貨店に看護師が待
   機し 、災害時に上階
   から各階の負傷者を
   確認
●途中階避難、水平避難
   を考慮している。
●附室内の加圧防排煙
●非常電話の活用
●事業者の管理専門の
   関連会社による周辺ビ
　 ル群の管理。通信可能
   な無線通信（PHS)の活
   用
●大規模防火対象物の
   防災計画書の作成（消
   防機関との事前協議で
　 課題を解決）

●副受信機、連絡通報設
　 備を各種管理事務所に
　 設置
●公設消防のポンプ車を
　 主体とした消防活動の
　 実施
●巡回による防火シャッ
　 ターの閉鎖障害排除
   の徹底
●巡回による火気の始末
　 の確認
●清掃担当によるトイレ
   等ごみ箱内の吸殻等
  の確認及び報告の徹底
●日中・夜間の自衛消防
　 隊表において役割を明
　 確化
●附室は加圧防煙
●隣接地下駐車場を含め
　 た無線通信補助設備の
　 充実
●商業施設における火気
　 の日常点検の実施
  （地域性）

●各種災害想定訓練（地震、
   化学物質、爆発物、水害）
   を実施
●エレベーター閉じ込め訓練
　 を実施
●積雪対策
●通勤客等のいる時間帯(平
　 日 9時頃)にJR危機管理共
　 同協議会の全メンバーで
　 合同総合訓練を実施
●接続部に10ｍ幅の緩衝帯
   を設置
●避難デッキの設置
●非常用エレベーターはバッ
   クヤード優先の運用
●普通救命講習の実施率が
   高い
●訓練の改善、PDCAの実施
●分かりやすい案内表示

●（主）防災センターで
   すべての管理区域を
　含め全施設を管理
●防災センター近傍に
   非常用エレベーター
   設置
●防火訓練をフロア・自
   衛消防隊別で実施
●防災センター中心の
   訓練を月１回実施
●地震想定訓練で救急
   事故発生対応・エレ
   ベーター事故対応実
   施
●従業員に役割分担
   チェック付き防災対
   応カードの配布
●緊急地震速報を日常
　 時に放送
●他の用途区分に依存
   しない避難計画

●全体を統括する（主）防災
   セン ターが防火対象物全
   体を把握でき、５つの防災
   センターが連携して活動で
    きる体制を組織
●管理区分ごとに設置した
   連結送水管の地下系統
   ループ配管とし、送水口に
   はどの防災センターともつ
   ながる連絡装置を設置し
   ていることから、消防隊の
　 活動が容易
●風水害対策のため、建物
   の入口等には止水板を設
   置し、近隣ビルとともに合
   同訓練を実施

●防災センターの位置
   が建物中心に設置さ
   れ、防災活動が容易
●防災センターに情報
   伝達用ホワイトボー
   ド常設
●アルバイトを含め防災
   教育を入店時早期に
   実施
●ＰＤＣＡを採用した防
   火・防災訓練の改善
●エレベーター事故救
   出訓練実施
●地震災害時の一次
   避難場所の建物内看
   板設置

●防災センターの位置が建
   物中心に設置され、防災
   活動が容易
●避難動線が簡明
●消防機関との連携体制が
   密（感知器発報の移報）
●防火訓練未参加者へミニ
   訓練実施
●防災センターで防災機器
   操作訓練を年１０回実施
●新人教育に消火設備の
   取扱訓練を導入
●全従業員に携行ハンド
　 ブック配布
●ＰＤＣＡを採用した防火・
   防災訓練の改善
●水平避難の導入
●運営側で全テナント防火
   管理者を把握

●液状化対策（土地改良）
●防災センター専用建物が
   あり、２階に設置
●防災や警備の人員が委託
　 ではなく１００％社員
●毎日の非常放送、各施設
   と防災センター間の連絡
   確認
●消防車、化学消防車、消
   防艇、救護所、医師、看
   護師の配置
●消防機関とのホットライ
   ン確保
●建物診断ができる社員が
   いる。
●2日に1回の頻度で訓練の
   実施
●模擬受信機、模擬消火栓
   などが ある訓練センター
   併設
●出勤簿を兼ねた防災体制
　 図により係員に日常の役
   割を周知

主な特徴

・A棟（B1F)
・B棟（B1F)
・C棟3か所（B1F：ホテル、
全体共用、店舗）
・D棟（2Ｆ）
＜MC棟：B1F＞

防災ｾﾝﾀｰ、
管理室等

主な概要
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表　調査対象物一覧（その2）

超高層ビル① 超高層ビル② 超高層ビル③ ターミナル駅ビル① ターミナル駅ビル② ターミナル駅ビル③
大規模

集客施設①
大規模

集客施設②
大規模

集客施設③

延べ面積が8万㎡を超える大規模建築物建築物等の概要 高さが６０ｍを超える大規模建築物 ターミナル駅の大規模建築物

名　称

(主)防災センター
※

Ｈビル防災ｾﾝﾀｰ
（B1F）

防災センター
（B1F)

（約150㎡）

メイン防災センター
（東ブロックＣ棟１Ｆ）

統括防災センターA
（ＮＣビル1F）

Ｃビル防災センター
（1F)

防災センター
（1F）

防災センター
（1F）

綜合防災監視センター
（セキュリティ棟2F)

(副)防災センター
※

〈　〉は管理室

Ｇビル防災センター
（B１F）

＜百貨店中央監視室：12F>
－

サブ防災センター
（西ブロックＡ棟B1F）

サブ防災センターB
（百貨店新館1F）

Ａ駅防災センター(1F）
Ｂ駅防災センター（2F）
Ｄビル防災センター（B2F）
Ｅビル防災センター（2F)

〈シネマ管理室：2F〉
〈保安室：1F〉
表示機、ｲﾝﾀｰﾎﾝ設置

〈GMS管理室：1F〉
〈DS事務室:2F〉
〈ｼﾈﾏ事務室：4F〉
表示盤、ｲﾝﾀｰﾎﾝ設置

なし
各建築物等ごとに完結した
システム
受信機合計39台

防災センターの合計 6か所 2か所 １か所 2か所 2か所 5か所 １か所 １か所 １か所
●6つの防災センターに
   総合操作盤を設置
●6つの防災センターは、そ
　 れぞれが独立し、連絡体
　 制を確立
●複数階からなるブロック
   単位又は階単位による区
   分鳴動
●消防隊は通報のあったそ
   れぞれの防災センターへ
   駆け付け
●統合ネットワークによる防
   災情報の監視
●複数棟からなり、地下で
   の接続が多数

●複数棟からなり、地
   下での接続が多数
●増築のＨビルに（主）防
　 災センターを設置
●消防活動拠点に加
   圧防煙設備を設置
●Ｈビルの（主）防災セン
　 ターは、Ｇビルの代表
　 表示のみ表示可能
●それぞれの防災セン
　 ター 間において連
   絡体制を 確立

●高層棟（タワー棟）と低
　 層棟（ホール棟）からな
　 る建築物等で、複数階
   にわたる各種吹抜があ
   る。
●近隣の駅前広場地下
   駐車場及び多目的広場
  （仮称）地下 駐車場と
  は、地下連絡通路（地下
  車道）にて接続されてい
  るが消防機関と協議の
  上、各建物の敷地境界
   に防火区画を施すこと
   で別の建築物等として
   いる。
●非常放送はホール・会
　 議場等の吹抜を考慮し
   た鳴動方式
●ホール・国際会議場等
　 には感知器発報放送を
　 行わず、火災確認信号
　 入力後、火災放送を
   実施
●タワー棟は制震、ホ
   ール棟（低層）は免震
   を採用

●ターミナル駅や地下鉄駅
   と接続
●タワー棟に設置している防
   災センターを(主)防災セン
   ターとし、Ｗ百貨店に設置
   している防災センターを
   (副)防災センターとする。
●それぞれの防災センター間
　 において連絡体制を確立
●地下通路を介して接続し
   ている11組織で総合共同
   防火防災管理協議会を組
   織
●ホテル、商業、シネマ、百貨
   店の４つのエリアがある。
●非常放送は、６つの区分拡
　 大放送を採用
●周辺の防災センターとの相
　 互代表表示を行い、イン
   ターホンを設置
●降雪の対策（ロードヒーティ
   ング、庇）を実施

●2Fに私鉄ターミナル
   駅が設置
●既存のターミナルビ
   ル・Ｎ会館・ＮCビル
   ・ホテル及び私鉄タ
   ーミナル駅に百貨店
   新館を増築し、７の
   管理 区分に分割
●既存部にある（主）防
   災センターAで建物全
   体の統括防災管理を
   行い、増築した百貨
   店新館の(副）防災
   センターBで増築部
   の補助的な防災管理
●ホテルの5Fを避難階
    としている。
●私鉄ターミナル駅管
   理室C（2F）に副受
   信盤を設置し、ホテ
   ル5F（管理室D)に
   副受信盤設置

●ターミナル駅を含む建築物
   等
●管理区分を5つに分けて
   総合操作盤を設置
●（主）防災センターで各管
　 理区分の情報を監視
●Ｃビルは一部線路上に立
   地するという特性から、３
   階及び４階に「屋外避難
   通路」を設けて避難する
   計画
●シネマコンプレックスエ
   リアは感知器発報放送
   は行わず、火災確認信
   号入力後、火災放送を
   実施
●鳴動区分を２つに分けて
   おり（Ｃビルとそれ以外）、
   鳴動区分の境界について
   は隣接警戒区域について
   のみ情報を移報

●東西方向282.5ｍ、南
   北方向316.3ｍと横に
   長い建築物等
●ＴＹ棟（アミューズメント
   ・シネマコンプレック
   ス・展示場）、ＩＹ棟（
   量販店 ）から構成
●2つの運営区分別
   鳴動方式による非常
   放送システムを採用
●防災センターと各監視
   室間のホットラインを
   設置

●防災センターが1か所で、
   中央管理室と一体
●非常放送は店舗棟を4つ
　 の鳴動ブロックに分割し、
　 出火階・直上階のブロ
   ック鳴動方式を採用
●シネマエリアは感知器発
   報放送を行わず、火災確
   認信号入力後、火災放送
   を実施

●各建築物等の自動火災報
   知設備及び放送設備は各
   建築物等ごとに完結したシ
   ステム
●敷地内の施設について、
   防災情報を統括監視する
   総合火災監視制御システ
   ムを導入
●私設消防隊による統括監
   視制御を実施
●小規模・大規模（ホテル）
   の建築物等が多数
●演出上火気を使用する施
　 設がある。
●消防車・化学消防車・消防
   艇・救急車を配置

●情報通信ネットワーク
   があり、各防災センター
   の防災情報がそれぞれ
   で遠隔監視が可能
●緩衝帯での区分け
●ブロック鳴動や、緩衝
  帯での切り分けによる
  鳴動、パニック防止、避
  難障害をおさえた鳴動
  方式の採用
●上位防災管理協議会
   による各防災センター
   の協力体制

●百貨店において毎週
   金曜日の開店前に訓
   練を実施
●百貨店で緊急地震速
   報に対応
●百貨店に看護師が待
   機し 、災害時に上階
   から各階の負傷者を
   確認
●途中階避難、水平避難
   を考慮している。
●附室内の加圧防排煙
●非常電話の活用
●事業者の管理専門の
   関連会社による周辺ビ
　 ル群の管理。通信可能
   な無線通信（PHS)の活
   用
●大規模防火対象物の
   防災計画書の作成（消
   防機関との事前協議で
　 課題を解決）

●副受信機、連絡通報設
　 備を各種管理事務所に
　 設置
●公設消防のポンプ車を
　 主体とした消防活動の
　 実施
●巡回による防火シャッ
　 ターの閉鎖障害排除
   の徹底
●巡回による火気の始末
　 の確認
●清掃担当によるトイレ
   等ごみ箱内の吸殻等
  の確認及び報告の徹底
●日中・夜間の自衛消防
　 隊表において役割を明
　 確化
●附室は加圧防煙
●隣接地下駐車場を含め
　 た無線通信補助設備の
　 充実
●商業施設における火気
　 の日常点検の実施
  （地域性）

●各種災害想定訓練（地震、
   化学物質、爆発物、水害）
   を実施
●エレベーター閉じ込め訓練
　 を実施
●積雪対策
●通勤客等のいる時間帯(平
　 日 9時頃)にJR危機管理共
　 同協議会の全メンバーで
　 合同総合訓練を実施
●接続部に10ｍ幅の緩衝帯
   を設置
●避難デッキの設置
●非常用エレベーターはバッ
   クヤード優先の運用
●普通救命講習の実施率が
   高い
●訓練の改善、PDCAの実施
●分かりやすい案内表示

●（主）防災センターで
   すべての管理区域を
　含め全施設を管理
●防災センター近傍に
   非常用エレベーター
   設置
●防火訓練をフロア・自
   衛消防隊別で実施
●防災センター中心の
   訓練を月１回実施
●地震想定訓練で救急
   事故発生対応・エレ
   ベーター事故対応実
   施
●従業員に役割分担
   チェック付き防災対
   応カードの配布
●緊急地震速報を日常
　 時に放送
●他の用途区分に依存
   しない避難計画

●全体を統括する（主）防災
   セン ターが防火対象物全
   体を把握でき、５つの防災
   センターが連携して活動で
    きる体制を組織
●管理区分ごとに設置した
   連結送水管の地下系統
   ループ配管とし、送水口に
   はどの防災センターともつ
   ながる連絡装置を設置し
   ていることから、消防隊の
　 活動が容易
●風水害対策のため、建物
   の入口等には止水板を設
   置し、近隣ビルとともに合
   同訓練を実施

●防災センターの位置
   が建物中心に設置さ
   れ、防災活動が容易
●防災センターに情報
   伝達用ホワイトボー
   ド常設
●アルバイトを含め防災
   教育を入店時早期に
   実施
●ＰＤＣＡを採用した防
   火・防災訓練の改善
●エレベーター事故救
   出訓練実施
●地震災害時の一次
   避難場所の建物内看
   板設置

●防災センターの位置が建
   物中心に設置され、防災
   活動が容易
●避難動線が簡明
●消防機関との連携体制が
   密（感知器発報の移報）
●防火訓練未参加者へミニ
   訓練実施
●防災センターで防災機器
   操作訓練を年１０回実施
●新人教育に消火設備の
   取扱訓練を導入
●全従業員に携行ハンド
　 ブック配布
●ＰＤＣＡを採用した防火・
   防災訓練の改善
●水平避難の導入
●運営側で全テナント防火
   管理者を把握

●液状化対策（土地改良）
●防災センター専用建物が
   あり、２階に設置
●防災や警備の人員が委託
　 ではなく１００％社員
●毎日の非常放送、各施設
   と防災センター間の連絡
   確認
●消防車、化学消防車、消
   防艇、救護所、医師、看
   護師の配置
●消防機関とのホットライ
   ン確保
●建物診断ができる社員が
   いる。
●2日に1回の頻度で訓練の
   実施
●模擬受信機、模擬消火栓
   などが ある訓練センター
   併設
●出勤簿を兼ねた防災体制
　 図により係員に日常の役
   割を周知

主な特徴

・A棟（B1F)
・B棟（B1F)
・C棟3か所（B1F：ホテル、
全体共用、店舗）
・D棟（2Ｆ）
＜MC棟：B1F＞

防災ｾﾝﾀｰ、
管理室等

主な概要

8

●近隣の駅前広場地下
駐車場及び多目的広場
（仮称）地下 駐車場と
は、地下連絡通路（地下
車道）にて接続されてい
るが消防機関と協議の
上、各建物の敷地境界
に防火区画を施すこと
で別の建築物等として
いる。

●ブロック鳴動や、緩衝
帯での切り分けによる
鳴動、パニック防止、避
難障害をおさえた鳴動
方式の採用

●清掃担当によるトイレ
等ごみ箱内の吸殻等
の確認及び報告の徹底

●全体を統括する（主）防災
セン ターが防火対象物全
体を把握でき、５つの防災
センターが連携して活動で
きる体制を組織

●鳴動区分を２つに分けて
おり（Ｃビルとそれ以外）、
鳴動区分の境界について
は隣接警戒区域のみ情報
を移報
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（13）防災センター等の勤務人員・管理体制及び防災センター等に勤務する社員と委託者との構成 

割合 

  ア 超高層ビル①（来場者数 約6万人） 

用途・延べ面積 階数 勤務人員 管理体制 社員と委託者の構成割合 

A棟 事務所 
 94,000㎡ 

28F・B4F 
8時～21時：約25名 
夜間・休日：約10名 

一括委託 
→警備再委託

委託者10割 

B棟 事務所 
71,000㎡ 

29F・B4F 

9～18時:7名、18～20時:5名 
20～翌9時：4名 
土休日 9～18時：4名 
18～翌9時：3名 

部分委託 委託者 10 割 

C棟 ホテル、店舗 
60,000㎡ 17F・B4F 

全体共用：全日4名 
店舗：全日3名 
ホテル：全日2名 

部分委託 
委託者 10 割 
※ホテルのみ社員7割、
委託者 3割 

D棟 店舗 
46,000㎡ 

25F・B3F 
9～18時：16名 
夜間・休日：12名 

部分委託 委託者 10 割 
MC棟 店舗 

64,000㎡ 
22F・B4F 4名 部分委託 委託者 10 割 

 

  イ 超高層ビル②（来場者数 約2万2千人） 

用途・延べ面積 階数 勤務人員 管理体制 社員と委託者の構成割合

Gビル 店舗、駐車場 
 76,000㎡ 

31F・B3F 9時～翌9時：約7名 

自社管理 
（グループ会社） 

社員10割 
（グループ会社の 

社員） 
 

Hビル 事務所 
157,000㎡ 

41F・B2F 

9時～翌9時：4名 
8時～23時：2名 

Hビル 百貨店 
97,000㎡ 

10時～20時：5名 
20時～21時：6名 

 

  ウ 超高層ビル③（来場者数 約4千人） 

用途・延べ面積 階数 勤務人員 管理体制 社員と委託者の構成割合

タワー棟 商業施設 
 103,000㎡ 30F・B2F 

9時～18時：約15名、 
夜間・休日：約6名 

一部委託 
→警備と中央
監視設備 

社員３割 
委託者7割 

 

  エ ターミナル駅ビル①（来場者数 約35万人） 

用途・延べ面積 階数 勤務人員 管理体制 社員と委託者の構成割合

A棟 店舗 
 85,000㎡ 

9F・B4F 
10時～21時：約6名 
夜間：5名 

一部委託 
社員6割 

委託者4割 

Sタワー ホテル等 
191,000㎡ 

38F・B3F 
8時45分～17時：3名 
16時45分～翌8時45分：3名 

自社管理 
社員4割 

委託者 6割 
 

  オ ターミナル駅ビル②（来場者数 約28万人） 

用途・延べ面積 階数 勤務人員 管理体制 社員と委託者の構成割合 

NCビル 店舗、ホ 
テル、駅施設、事 
務所、駐車場 

251,000㎡ 

36F・B3F 

警備管理 10時～21時：12名、
21時～翌10時：16名 

設備管理 9時～18時：13名 
     18時～翌9時：5名 

一括委託
社員3割 
委託者7割 

百貨店 
45,000㎡ 

11F・B2F 
10時～22時：約20名 
20時～翌10時：約15名 

一括委託
社員 3割 
委託者 7割 
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・特別避難階段には、火災の発生階のみを加圧する総務大臣認定の特殊消防用設備等（加圧防 

　煙システム）を採用している。【超高層ビル②】 
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